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序 章 
 

１．目的と位置付け 

 

 

１－１ 計画の理念 

 

 札幌市は，モータリゼーションの進展とも相まって急速な人口増加と市街地の拡大が進み，北

の中枢都市として成長してきました。同時に，都市活動を支える全ての交通を円滑に処理するこ

とを第一の目標と考え，地下鉄や幹線道路など交通基盤の整備を着実に展開してきました。 

 しかしながら，バブル崩壊以降，少子高齢化の急速な進行や都市経営に対する投資力の低下，

環境問題など，札幌市を取り巻く経済情勢や社会情勢は大きく変化しており，札幌市の将来像に

ついても，その方向性を見極めなければならない転換期に来ています。 

交通面においては，過度に自動車に依存するライフスタイルへの懸念も高まりつつあり，多様

な都市活動を支える新しい時代の交通システムの早期実現が望まれています。特に，都心部は，

札幌市の，そして北海道の顔といえる地区であり，市民のみならず観光客など来街者のためにも，

快適な歩行環境と円滑な自動車交通を共に実現し，魅力的で活力ある都心再生のための交通施策

の展開が求められています。 

 このため札幌市では，歩行者が安心安全に移動したり，集うことができる空間形成や，自動車

交通に過度に依存しない交通手段の提供など，新しい時代の総合的な交通対策の基本方針として

「都心交通計画」の策定を進めてきました。そして，この計画では都心まちづくり計画など他の

計画や施策と連携しながら，人や環境を重視した取り組みを展開するため，以下の 2 点を計画の

理念とします。 

 

 

■ 人と環境を重視した新しい時代の都心交通の創出 

■ 都心の活性化に寄与する交通施策の推進 

 

 

 

 

                                                 
 

 
S.T.A.R. Plan  
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１－２ 計画の体系 

 

 都心交通計画は，上位計画である第４次札幌市長期総合計画を受けて，また，札幌市総合交通

対策調査審議会答申を踏まえ，都市計画マスタープランと整合を図り取りまとめています。 

 また，札幌市の都心のまちづくりの方向性を定めるものとして策定された「都心まちづくり計

画」及び「中心市街地活性化基本計画」を交通面で支える計画として策定しています。 

多中心核都市構造2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
1 多中心核都市構造：第４次札幌市長期総合計画において，都心を最も中心的な拠点としながら，さまざまな拠点を

適切に分散配置する都市構造。 
2 ＴＤＭ：Ｐ１５参照。 

第４次札幌市長期総合計画：1999 年度（平成 11 年度） 
◆目標年次：2020 年（平成 32 年） 

◆都心を「多中心核都市構造 1の中心」として位置付け，魅力的で活力ある都心の実現を目標として定め

ている。交通面では，交通公害の防止やエネルギー効率の高い交通手段の提供，歩行者を重視した都市

基盤整備などにより，環境負荷の低減と人にやさしい交通を目指している。 

都心交通計画 

2004 年（平成 16 年）7 月 

中心市街地活性化 

基本計画 
2002 年度（平成 14 年度）

◆都心まちづくり計画の実

現に向け，概ね 5 年以内に

取り組むべき民間および

行政の施策と事業を体系

化したもの。 

札幌市総合交通対策 

調査審議会答申 
2001 年度（平成 13 年度）

◆公共交通を軸とした交通

体系の確立を基本に，交通

機関活用の方策や推進施

策を提唱。また，公共交通

と自動車の役割分担にも

着目し，ＴＤＭ2 による適

切な自動車交通の実現を

答申したもの。 

 

 

 

 

札幌市都市計画 

マスタープラン 
2004 年（平成 16 年）3 月 

 

◆これからの札幌の都市づ

くりの指針として，目指す

べき都市の将来像と，その

実現に向けた取り組みの

方向性を全市的視点から

整理したもの。第 4 次札幌

市長期総合計画を受けて

定める都市づくりの全市

的指針であり，都市づくり

の総合性，一体性の確保と

協働による都市づくりの

推進を目的としている。 

 

 

都心まちづくり計画 
2002 年度（平成 14 年度）

◆都心におけるまちづくり

の目標と方針，都心の構造

とまちづくりの展開プロ

グラム，協働的・継続的及

び重点的な取組を示した

もの。 
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１－３ 計画の目的 

 

 人と環境を重視した都心の創出と魅力的で活力のある都市再生の実現に向けて，新しい時代の

都心交通の目標を設定するとともに，多様な市民ニーズに対応するため，概ね 20 年間で実施が望

まれる施策についてその方向性を取りまとめます。 

 その上で，概ね 10 年間に実現すべき施策について，その展開プログラムを取りまとめます。 

 

 

 

■ 人と環境を重視した都心交通の目標設定 

■ 都市再生を実現する都心交通計画の策定 

■ 概ね 10 年間における施策展開プログラムの策定 

 

 

 

① 都心交通の目標設定 

 人と環境を重視し，都心の活性化を目指した基本理念を達成するため，札幌市における

今後の都心交通の目標をまとめます。 

 

② 都心の交通計画の策定（概ね 20 年間の方向性） 

 都心まちづくり計画を交通面から支え，快適な歩行環境と円滑な自動車交通を共に実現

する都市再生に向けて，概ね２０年間に実施が望まれる交通施策の方向性をまとめます。 

 

③ 施策展開プログラムの策定（概ね 10 年間のプログラム） 

 概ね 10 年間で都心部における交通問題を解消するために，実現可能な交通対策として重

点的に取り組むべき施策及び社会実験など市民との協働の方向性をプログラムとしてまと

めます。さらにこのプログラムは必要に応じて見直し再評価しながら継続的に取り組むこ

ととしています。 
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◇都心交通計画の全体フロー 

 

都心交通社会実験1 

市民１０００人ワークショップ2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 
3 都心交通社会実験：巻末参考資料２参照。 
4 市民１０００人ワークショップ：巻末参考資料３参照。 

都心交通社会 

実験 3 

 

市民１０００人

ワークショップ 4 

札幌市都心交通 

計画策定委員会 

2003 年度 

（平成 15 年度） 

交
通
問
題
の
解
消 

人

と

環

境

を

重

視

し

た

都

心

交

通

将来に向けた課題整理 

（
施
策
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

社 会 実 験

事 業 化

ル ー ル 化

交 通 教 育

点検･評価

市 民 論 議

見直し･改善

（都心交通計画）

現  在 

(平成 16 年度）
概ね 10 年後 概ね 20 年後 
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２．計画の組み立て 

 

２－１ 計画対象区域 

 

 第４次札幌市長期総合計画では「札幌の

都心は，ＪＲ札幌駅北口の一帯，大通東と

豊平川が接する付近，中島公園，大通公園

の西側付近を頂点とする，ほぼひし形の区

域の広がりで，それぞれ異なる特性を持っ

たゾーンにより構成されている」と都心の

概ねの区域を示しています。 

 都心交通計画では，このひし形の区域の

うち，都心の外郭を構成する創成川通，石

山通，北８条通，南４条通（月寒通）の幹

線道路に囲まれる範囲を対象区域としま

す。 

                           ◇都心交通計画の対象区域 

２－２ 計画事項 

 

 都心交通計画は，主として次の事項で構成します。 

 

① 札幌都心の現状と課題 

都心部を取り巻く現状と今後想定される交通課題を整理します。 

 

② 計画の目標と基本方針 

本計画の目標設定と目標に向けた基本方針を設定します。 

 

③ 人と環境を重視した都心交通 

様々な交通モード 5の観点から，今後展開が必要となる交通施策を取りまとめます。 

 

④ 人と車が共存する都心道路 

道路空間の再配分の基本的な考え方と，市民と協働で進めるプロジェクト展開を取り

まとめます。 

 

⑤ 施策展開プログラム 

交通施策をパッケージ化6した全体プログラム7およびプロセスプラン8を設定します。 

                                                 
5 交通モード：徒歩・自転車・自動車などの交通手段。 
6 パッケージ化：１つの目的を達成するために，いくつかの施策を組み合わせること。 
7 全体プログラム：関連する施策を時系列的に並べたもの。 
8 プロセスプラン：様々な関連施策の推進過程の計画。 

植物園
道庁

北海道大学

大通公園

月寒通

石
山
通

創
成
川
通

北８条通

札幌市長期総合計画
都心エリア

都心交通計画
対象エリア

植物園
道庁

札幌市長期総合計画 
都心区域 

都心交通計画 
対象区域 



 6

３．計画策定過程における意見集約 

 

 都心交通計画の策定においては，2001 年度（平成 13 年度）の「都心交通ビジョン」の提起を

はじめ，2002 年度（平成 14 年度）の「さっぽろ都心交通検討会」，2003 年度（平成 15 年度）の

「札幌市都心交通計画策定委員会」とともに進めた調査検討，及び都心交通社会実験におけるア

ンケート調査や市民１０００人ワークショップでの論議などを中心に，多方面からの意見集約を

行いました。 

 

① 検討会・策定委員会 

 学識経験者，商業関係者，運輸関係団体，市民，行政等によって構成され，これからの

都心交通の目標，展開プログラムなどについて検討を行いました。 

 

② 専門的意見の反映 

 策定委員会における議論の方向性を踏まえた専門的事項について検討するため，学識経

験者および関係行政機関による「専門部会」を組織しました。また，計画書の作成にあた

っては，策定委員会および専門部会の議論を総合的にとりまとめるため，「起草部会」を組

織して都心交通計画へ反映しました。 

 

③ 周知，意識啓発と意見反映 

■ アンケート調査・情報の公表・意見交換 

現状の交通実態を的確に把握するため，自動車や歩行者の交通量調査や都心部における

来街者アンケート調査などを実施しました。また，検討会及び策定委員会の開催状況，配

布資料，議事録などをホームページに掲載し，広く市民に公表するとともに意見募集を行

いました。さらに，バス，トラック，タクシーなどの交通事業者や商業関係者との意見交

換の中で，計画案の意向把握を行いました。 

 

■ 社会実験の実施 

都心交通に関するさまざまな施策を展開するにあたり，その効果を事前に検証するた

めに，2003 年度（平成 15 年度）は南 1 条西 1～2 丁目や西 3 丁目線沿いを中心に，交通

に関する複合的な社会実験（重点ゾーン社会実験，荷さばきシステム複合実験，街路空

間の魅力づくり社会実験）を行いました。 

 

■ 広報活動・ワークショップの開催 

広報さっぽろ特集記事や新聞広告での告知，ポスターやパンフレットの配布に加え，

移動パネル展を開催するとともに，プレワークショップ 9 を２回開催し，大規模な市民

ワークショップへ向けた意識啓発を行いました。その後，2003 年（平成 15 年）11 月 14

日(金)・15 日(土)に「さっぽろ夢ストリート・市民 1000 人ワークショップ」を開催し，

都心のまちづくりと交通および都心の主要な通りについて市民が率直な意見交換を行い

ました。 

                                                 
9 プレワークショップ：「さっぽろ夢ストリート市民 1000 人ワークショップ」に先立ち，札幌駅前通や創成川通の

あり方などを議論するため，9月 28日，10月 31日に2回のプレワークショップを開催した。 


